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 要  旨 
移動感覚とは，自分が今どのように移動しているか，ということに関わる感覚のことである．人間は，この移動感覚を，
視覚による速度情報，前庭感覚による加速度情報，触覚を通じた風情報，等から判断している．そして，多くの人間は，
この移動感覚を強く感じると，興奮し楽しいと感じるものと考えられる．これは，遊園地等の遊興施設にあるジェット
コースター等の速く，激しく動く乗り物が昔から好まれることからも推察される． 一方，ジェットコースター等と同
様に移動の感覚を人間に与えるモーションライドの場合，実際に人間を移動させる代わりに，大型の映像表示装置によ
る視覚刺激とモーションプラットフォームによる前庭感覚刺激とを組み合わせることで移動感覚を作り出している．こ
こでモーションライドにおいて，観客をより楽しませるため，より速く，激しい動きを感じられるようにすることを考
える．この時，モーションプラットフォームを激しく動かす，映像表示装置を大型化することで視野角を広げる，等の
方法が考えられるが，観客への安全性の問題やコンテンツを作りなおす必要が生じる可能性がある． 
我々は人間の視覚特性に着目した．人間には，中心視野と周辺視野という二つの視野があり，周辺視野は中心視野に比
べて，空間解像度が低く，時間解像度が高いことから，物体の動きや速度感覚に対して非常に敏感である．そして，そ
の性質を元に，移動する映像に加えて，人間の目の周辺視野領域に視覚刺激を提示することにより，移動感覚の増強提
示が可能であると考えられる．そこで，本研究の目的を，モーションライド，TVゲーム等のエンターテイメントシス
テムへの応用を念頭に，人間の視覚特性を用いて，移動感覚の増強を目指すこととした． 
まず始めに，移動感覚増強提示が可能であるという仮説の妥当性を検討するため，顔の左右下に LEDによるオプティ
カルフローを提示する装置を開発し，オプティカルフローの有無による移動感覚の変化を検証した．その結果，移動感
覚の増強が確認できた．しかし，この方法では，移動感覚の増強率が小さい，視覚刺激が邪魔で元々の移動映像に集中
できない，等の問題点が生じることが分かった．いくつかある問題点の中から，エンターテイメントシステムへの応用
を考えた場合，最も大きな問題点は，視覚刺激が移動映像を邪魔してしまうことであると考えられる．そこで，我々は，
元々の移動映像を邪魔しない視覚刺激，即ち，「さりげない」視覚刺激の提示手法を検討することにした． 
まず LEDを使って，さりげない視覚刺激を提示するために，移動感覚の生じる範囲で，できるだけ光点の配置を広く
取るという方法を考え，周辺視野における仮現運動の特性を調べる実験を行った．その結果，移動感覚の生じる適切な
LEDの配置密度が分かった．また，LED以外のさりげない視覚刺激の提示手法として，移動する映像に重畳して正弦
波パターンを提示するという方法を考え，様々な種類の波の視認性を確かめる実験を行った．その結果，提示に適した
正弦波パターンが分かった． 
 
